
　第19回天気予報研究会は2022年 2月19日（土）に，
前年度と同様にオンライン（Zoom）で開催した．各委
員もオンラインに慣れてきており，事前のリハーサル
もなくぶっつけ本番で実施したが特に大きな問題はな
かった．
　近年，線状降水帯等を原因とする集中豪雨が増えて
きていること，気象庁が「顕著な大雨に関する情報」
の発表を2021年度から開始したことを受けて，「集中
豪雨と防災」をテーマとした．天気予報研究会は日本
気象学会の有志による研究会であるが，「天気予報」を
取り扱うという特性上，気象現象の学術的な話のみな
らず，情報を発信する立場，伝える立場，受け取る立
場（利用する立場）からの話題提供をお願いした．ま
た，補足として気象庁が取り組んでいる「あなたの町
の予報官」と「気象防災アドバイザー」について，天
気予報研究連絡会運営委員長である三浦が紹介した．
　参加者数は全国から約200人（申込者数280人）であっ
た．アンケートに答えた人は103人で，このうち53人は
関東地方からの参加であったが，北海道から沖縄まで
の各地からの参加があった．オンライン開催について
は「大変良かった」と「良かった」の回答を合わせる
と100％で，今後も気象庁本庁等の会場で開催すると
しても，オンラインで中継するなど，全国から容易に
参加できる形が必要と考えられる．
　テーマについては，「興味のある」「タイムリーな」
テーマとの評価で，気象防災に関する色々な立場の方
の取組を紹介できたことが高い評価を受けた．今後も
防災に限らず，天気予報の利用に関連する話題をテー
マとすることを心掛けていきたい．
 （三浦郁夫）

2021年度天気予報研究連絡会運営委員（所属・役割は
当時）
　　三浦郁夫（東京管区気象台）委員長
　　伊藤みゆき（NHKラジオ気象キャスター）
　　黒良龍太（気象庁大気海洋部）
　　佐々木昭士（気象業務支援センター）
　　下山紀夫（日本気象予報士会）
　　田中恵信（気象庁大気海洋部）
　　平松信昭（日本気象協会）
　　森　さやか（NHK WORLD気象キャスター）

【講演】
₁． 集中豪雨と線状降水帯

 廣川康隆（気象研究所台風・災害気象研究部）
　集中豪雨がひとたび発生すると，土砂災害や洪水，
浸水等の災害が引き起こされ，甚大な人的・物的被害
が生じる（たとえば令和 2年 7月豪雨や平成30年 7月
豪雨）．台風や熱帯低気圧から直接の影響を受けない
気象状況下で生じた集中豪雨のうち，約60％は線状の
降水システムからもたらされる．そしてほぼ同じ場所
に数時間停滞する線状の降水システムは「線状降水帯」
と呼ばれ，集中豪雨をもたらす要因として近年特に注
目されている．
　 3時間積算解析雨量を用いて客観的に抽出（Hirock-
awa et al. 2020a，b）した2009年～2020年の暖候期（ 4
月～11月）における線状降水帯は，九州や南西諸島，
西日本の太平洋側を中心に生じやすい特徴がある．そ
の発生頻度は 6月～ 9月に集中し，梅雨前線や台風の
影響を受けて生じる事例が多くを占める．
　2014年 8月20日に広島市に大規模な土砂災害をもた
らした線状降水帯（平成26年 8月豪雨）は，積乱雲が
風上側で繰り返し発生するバックビルディング形成に
より，数時間にわたって降水システムがほぼ停滞する
ことで集中豪雨となった．線状降水帯の形成には，大
量の水蒸気流入や不安定成層，鉛直シア等の環境場が
必要条件であることが事例解析による先行研究から示
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されているが，十分条件としては解明されていないた
めに精度良く予測することは難しい．線状降水帯の予
測には少なくとも水平分解能 2 kmの数値予報モデル
が必要であり（Kato 2020），高解像度・多メンバーの
アンサンブル予報を活用することで予測精度向上につ
ながる（Duc et al. 2021）ことが期待される．

₂． 集中豪雨に関する防災気象情報の伝え方改善
の取組について

 坪井嘉宏（気象庁大気海洋部気象リスク対策課）
　気象庁等が行う防災気象情報の発表や警戒の呼びか
け，市町村からの避難情報による避難の呼びかけが必
ずしも住民の避難行動につながらず，集中豪雨等によ
る甚大な被害が近年相次いで発生した．そのことか
ら，防災気象情報の伝え方についての課題を整理し，
その解決に向けた今後の改善策等を検討する「防災気
象情報の伝え方に関する検討会」が2018年から2021年
にかけて開催され，提言がとりまとめられたところで
ある．
　線状降水帯に関する情報に対する社会からのニーズ
の高まりや検討会における提言を踏まえ，線状降水帯
による大雨を実況で検知したときの情報として「顕著
な大雨に関する情報」の運用を2021年 6月17日に開始
した．2021年は 9事例に対して「顕著な大雨に関する
情報」の発表を行い，住民や自治体を対象としたアン
ケート調査では，多くの方から危機感が高まったとの
回答を得ることができた．
　また，線状降水帯以外の集中豪雨に対しても「伝え
方」の改善の取組を進めており，キキクル（危険度分
布）へのリスク情報の重ね合わせや民間事業者と協力
して通知サービスを開始しているところである．2022
年 6月からは，キキクルに警戒レベル 5相当の「黒」
を新設するとともに，これまでの「うす紫」と「濃い
紫」を統合して警戒レベル 4相当は「紫」に一本化す
る計画である．このほか，大雨特別警報を警報へ切り
替えた後の河川氾濫への注意喚起の取組や，予想が大き
く変わった場合の解説を改善する取組も推進している．
　今後は，「防災気象情報に関する検討会」における委
員の意見を踏まえつつ，防災気象情報全体の体系整理
について中長期的に検討を進めるとともに，線状降水
帯に関する情報についても，段階的に実施する観測の
強化や予測の強化を基に，より早く，より地域を絞り
込む形で情報の改善を進めていく．

₃． 頻発する豪雨災害にどう立ち向かうか　気象
災害報道に携わって

 中丸憲一（NHK報道局災害・気象センター気象班
 チーフ・プロデューサー）
　例年頻発し激甚化する気象災害から身を守るための
キーワードとして，注目されているのが住民に「いか
に自分のこととしてとらえてもらうか」．そのために
できるだけ細かい地名や河川名などを原稿等にどのよ
うに盛り込み，身近に感じてもらえるようにするかが
課題になっている．東北の太平洋側に観測史上初めて
上陸し，岩手県の沿岸部などに甚大な被害が出た2016
年の台風10号を契機に，原稿に盛り込む内容や呼びか
けの方法など，試行錯誤しながら行った「伝え方の見
直し」について課題面も含めて示した．また，長年，
気象災害報道に携わってきた立場から，豪雨災害時に
多用される「 2階以上の高い階・崖や斜面と反対側の
部屋で安全確保を」といった呼びかけについて感じて
いる課題とともに，事態が悪化する前にいかに避難し
てもらうことの重要性についても紹介した．
　コーヒーブレイクとして，建物被害想定のホーム
ページ「シーマップ（https://cmap.dev　2022.7.5閲
覧）」を紹介した．もしも現代に伊勢湾台風がやってき
たら，その進路によっては令和元年房総半島台風襲来
時よりも 4倍以上の建物被害が出る可能性を示した．

₄． 増えていく情報，伝え手側の課題
 伊藤みゆき（NHKラジオ気象キャスター）
　近年は「気象庁で名称を定めた気象現象（災害）」が
頻発する一方，豪雨を捉えるような気象情報は種類が
増えたり対象地域がきめ細かになったり見やすくなっ
たりしています．この「見やすくきめ細かな情報」を，
ラジオで伝えるには限界があり，特に高齢者やドライ
バー，目の不自由な方…すぐに走って逃げたり他の情
報を得たりすることが出来ない方々に危険を伝えるの
は大きな課題です．
　そこで近年助けられているのが「SNSでのやりと
り」です．こちらが情報を発信すると，現地のリスナー
さんが実況を知らせてくれます．これが他のリスナー
さんにも届き，情報を伝える私にとっても解説の裏付
けになります．
　SNSの情報も玉石混交で精査する必要があります
が，日々の季節の移ろいや空への関心を共有すること
で，見えないリスナーさんたちが「見える相手」とな
り，信頼度が高い情報をやりとりできるようになって
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います．
　いま早朝の NHKラジオの気象情報が「聴きたい天
気予報」として耳を傾けて頂けているのは，上記の信
頼関係と，伝え方の工夫にあると思います．
　①相手が腑に落ちる解説，②注意や恐怖だけでなく
お得感，③予報の難しさ・不確かさ（次の情報の時間
も），④被災した人の話や自分が体験した話を織り込
む，などです．「誰かの情報をもらって伝える」のでは
なく，自分の言葉で伝えることが相手にもわが事とし
て受け止められることなのではと感じます．
　自分（気象キャスター）が相手を動かすと考えず，
もっと身近な人（ミニ FM・地元の防災リーダーなど）
の力も借りて，「荒天を知るきっかけの解説」を目標に
しています．
　いま気象庁では自らの地域に迫る危険に対して納得
感を持って把握できる仕組みを目指していますが，そ
の中で気象キャスターも，様々なアプローチで納得感
を伝える役割を担えたらと思っています．

₅． 自治体から見る大雨情報
 内藤雅孝（三条市役所気象防災アドバイザー）
　気象防災アドバイザーとして，三条市役所に勤務し
て業務年数は 3年目を終えようとしています（第 1図）．
　三条市は，新潟県の中央に位置し，総人口約 9万 3
千人，面積約430km2．主要河川の五十嵐川が市の中央
を南東から北西に流れ，市の約 3分の 2が標高300m
クラスの里山に囲まれ，山奥には標高1000m以上の粟
が岳，守門岳の 2座を有する谷あいの町です．市の南
西側の山地にある分水嶺はほぼ市の境界線と一致，
従って主要河川五十嵐川の流域は市の境界線内にあ
り，この谷合いに線状降水帯が長時間位置する場合，

流域に降った雨は全て五十嵐川に流れ込み，洪水の危
険度が一気に増大します．最近の水害（平成16年 7月
新潟・福島豪雨，平成23年 7月新潟・福島豪雨）は 2
例とも上記のパターンで発生しています．従って三条
市の気象災害対策は河川氾濫による災害にかなり重点
を置いています．
　さて，三条市の地域防災計画気象災害編には，水害
の避難指示等の判断には水位観測局は合計 5か所の水
位を用いる事になっています．気象予報士の感想とし
ては，もっと気象情報を使ってほしい．例えばレー
ダーに線状降水帯等や，局地的大雨となる強いエコー
が映った場合，これを判断材料とすれば良いと思うの
ですが．雨は水害の主原因，水位の変化はその結果で
あり，水位計への信頼度は高く，今のところ郷に入れ
ば郷に従えでやっています．もちろん気象レーダーに
ついては，市役所内の防災担当者の皆さんは，それぞ
れパソコンかスマホでチェックされています．
　さて，話は変わりますが，現在，市役所内の私の机
には，パソコン 2台，拡張ディスプレイ 1台があり，
この 3画面で業務を行っています．以前はパソコン 1
台でやっていましたが，報告書を作成している最中
に，南西側から急激に発達した強いエコーが現れたの
を，把握できず他の職員から「この真っ赤なエコーは
何でしょうか」と言われ慌てた記憶があり，それ以来
複数画面での監視となった次第．パソコン 1台で報告
書を作成，報告書提出後はひまわり画像を見ます．ま
た，気象庁キキクルで 1画面を使用， 2台目のパソコ
ンで国土交通省の Xrainか新潟県土砂災害警戒情報シ
ステム，水位のチェックのため新潟県河川防災情報シ
ステム，気象庁の市町村別流域雨量指数表を交互に見
るようにしています．参考資料として，ECMWF（ヨー
ロッパ中期予報センター）と NOAA（アメリカ海洋気
象庁）の予報は台風シーズンでは常用しています．そ
の他，ひまわり画像，FAX天気図，民間気象会社の予
想，SNSで気象予報士同志のつぶやきも有効ですし，
近隣の自治体に居られる気象防災アドバイザー仲間と
の電話連絡は，心強いものがあります．最終的には，
気象台ホットラインで，私の考える道筋に間違いが無
いかを確認，また修正を行い，警報等の発表，注意報
への切り替えに対する所見をお聞きします．
　これで，万全のように思えますが，自然は小さな私
の想定など，いとも簡単に超えることを痛感する台風
がありました．それは2019年の台風第19号（HAGI-
BIS）です．この台風の暴風警戒域の規模の大きさに
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第 1図　 三条市気象防災アドバイザーとしての勤
務時の様子．



逃げようのない恐怖を感じました．加えてこの台風は
上陸後まっすぐ三条市を通過する進路予想まで揃って
いました．当時，私はテレワークでしたので，電話に
て防災担当者に「今回は，私も経験した事のない規模
の強力な台風です．進路予想円いっぱいに広がる，大
きな暴風警戒域を持つ台風では，進路予想が外れるこ
とは考えにくい，三条市の被害が例え軽微だとしても
近隣の面積の大きな自治体では何らかの災害が発生し
ます．どうか腹を決めて業務を行って下さい」と伝え
ました．その後，私の意見が市長レベルまで報告され
たようで，台風の最接近はその日の夕方となる予想の
中，高齢者の避難が午前中早くに完了するなど，三条
市の敏速な動きは素晴らしいものでした．
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